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D-167 微線維性コラーゲン（内視鏡下における使用） 

 

《令和 6 年 3 月 7 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、内視鏡下での消化管止血における微線維性コラーゲンの使

用は認められない。 

 

○ 取扱いの根拠 

 微線維性コラーゲンは、「肝、膵、脾、脳、脊髄の実質性出血及び硬膜出

血並びに脊椎・脊髄手術における硬膜外静脈叢・硬膜近傍骨部、大動脈切

開縫合吻合部（人工血管を含む）、心臓切開縫合閉鎖部、心臓表面、AC バ

イパス吻合部、胸骨断面、肺切離面、胸膜剥離面及び縦隔リンパ節郭清部、

関節手術における骨切り面、子宮実質、膀胱・骨盤内腹膜・直腸剥離面、

傍大動脈リンパ節郭清部、骨盤内リンパ節郭清部、骨盤底又は骨盤壁から

の出血で、結紮、レーザーメス又は通常の処置による止血が無効又は実施

できない場合において、止血に使用した場合に算定する。」と通知されて

いるため、内視下での使用は不適当と考える。 

 


